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＜連絡事項＞
・特記事項無し
＜患者様連絡事項＞
・見付　幸一様～バルーン交換時に鮮血の血尿あり。坪野Dr報告し、バルーン再挿入せず
に経過観察。血圧変動に注意するよう指示あり。
・高橋　末吉様～M-T交換行っている。次回交換日は深澤Dr診察に合わせ、8/7として
いる。

・和田　昌様～発熱なく、食事摂取も概ねできている為、安ヶ平Drよりセフジトレンと点
滴は中止指示あり。
・千葉　恒義様～発熱あること、最終排尿昨日23:00であること報告し、点滴1本追加処
　　　　　　　　方し経過観察指示あり。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～午前・午後1時間の開放観察中。開放中他者へ書き物を強要することあり介入要している。飲水要求あるが、過度となる事は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～時間隔離中(20時～6時)。自室にて臥床して過ごされている。妄想や幻聴に左右された発言無く対応穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・坂本　福子様～終日隔離中。食事や服薬の拒否無し。衣服に関した訴えあり、徐々に興奮し易怒的となる事あり。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・袴田　将志様～終日隔離中。食事や服薬の拒否は無い。「Bユニット行けないんですか？」と訴える事あるが、返答待たずにすぐに立ち去っている。妄想発言や粗暴行為無く経過している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。バイタルサイン異常無し。経管栄養トラブルや拘束部位の循環障害は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・大久保　すい様～身体拘束中。妄想発言や危険行為無し。スタッフ対応穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・工藤　恭子様～発熱無し、血圧高値続いている。ベッド上体動活発にあるが、点滴
トラブル無く経過。スタッフ訪室時にスタッフの手を掴み、凝視している。
・千葉　恒義様～食事は拒否あり各食不食している。9:00体温38.1℃、クーリングにて対応。痰鳴あり一時的に酸素飽和度低下する事あり、都度吸引施行している。点滴は拒否無く応じており、ルートトラブルもない。
・泉川　ケイ子様～朝食は拒否あり牛乳のみ摂取、昼食は自力で2/3摂取している。服薬も拒否的発言あるが、服用する事は出来ている。疲労感や不満の訴えあるが、易怒性や興奮無く経過。
・小平　磯江様～バイタルサイン異常無し。痰鳴あり適宜吸引施行している。常に唸り声聞かれている。声掛けに対し発語は無いが、頷き見られている。
＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～時折苛々感訴え頓服服用することあり。服用後は落ち着く事出来て
いる。妄想発言や他者トラブル無く経過。
・宮古　喜久代様～他患者様への干渉行為あり見守りや介入要している。介入に対する易怒性や不機嫌さは無い。
　　　　　　　　　措置解除予定（解除日は未定）、解除後医療保護入院に切り替えて9月頃に退院予定となっている。

